
M144-003 会場: 201B 時間: 5月 17日 11:15-11:30

水星大気撮像カメラMSASIに搭載するイメージセンサについて

a high-speed CMOS image sensor for atmospheric imager in the BepiColombo mission
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我々は BepiColombo水星探査計画の磁気圏探査機 (MMO) の搭載機器として、ナトリウム大気の運動を可視化するカ
メラ (MSASI)を開発している。この装置には 10× 10画素の部分読み出しで毎秒 50000枚以上の撮像・読み出しが可能
なイメージセンサが必要であり Fillfactory社の CMOSイメージセンサ (STAR-1000)の使用を現在検討している。水星周
辺は放射線環境が非常に厳しいため、イメージセンサには放射線耐性が要求される。ミッション期間中の総吸収量は約
500kradと計測され、この吸収によるイメージセンサの性能の変化を調べるため都立産業技術研究所のγ線照射室でCo60
を線源に用いて放射線照射試験を行なった。
水星は 1970年代のMariner10号の探査によって、クレーターに覆われたその地表の様子がはじめて撮影され、希薄な

大気の存在と固有磁場によって磁気圏を形成していることが明らかにされた。Mariner10号以来水星の直接探査は行われ
ていなかったが、地上からの観測によりナトリウムとカリウム大気の存在が明らかにされ、さらに近年にはカルシウム
大気の輝線も発見された。水星中性大気は水星表層の岩石との相互作用で生成されたと考えられている.その放出機構と
しては主に、太陽光による光脱離、微小隕石の衝突による気化、太陽風イオンによるスパッタリング、熱脱離などが考え
られているが、どの放出機構による影響が大きいのかは未解決の問題として残っている。
本研究ではこのような問題を解決するためまず水星の大気モデルを考え、その結果を踏まえた上で開発中の撮像カメ

ラに必要とされるイメージセンサについて議論する。また今回行なった放射線照射試験の結果より水星探査機に搭載す
る撮像カメラのイメージセンサの妥当性を検討する。


